
脳卒中上肢機能の徹底改善
Approaches for the thorough improvement of the function of upper 
limbs after stroke

　本誌 51 巻 2 号では「脳卒中下肢機能の徹底改善」の特集を組みました．20 年ほど前ま
では，片麻痺上肢に対する訓練や支援は下肢のそれと比べると圧倒的に少なく，患者さんの
期待や希望に十分応えられていなかったと思います．しかし，現在の治療は量的にも質的に
も明らかに向上していると実感しています．
　本特集においては，上肢機能改善のための最新の支援方法を具体的にご紹介いただくと
ともに，医療でのトレーニングが終了した後，日々の活動や社会参加を通して上肢の機能を
維持向上させる試みについても触れていただきました．

リハビリテーション治療の選択基準  691
藤原俊之 氏

　脳卒中上肢運動機能障害に対する治療を選択するに際して，どのように診断してそれぞれ
の治療の適応を判断していくかについて解説いただいた．著者の判断基準をわかりやすい図
で示していただいた．まず本論文に目を通していただいたうえで，以下の各論を読んでいただ
くとより理解が深まると考える．治療法の選択に際してまず重要なのは，予後予測に基づく
ゴールの設定であるとの指摘はまさにその通りであり，やみくもに訓練すればいいというわけ
ではない．

Constraint—induced movement therapy（CI 療法）  699
竹林　崇 氏

　著者は日本におけるCI 療法の第一人者であり，CI 療法の歴史，メカニズム，効果に関する
エビデンス，併用療法などについてわかりやすく紹介いただいた．本来の治療プロトコルとは
違う方法も多く出てきており，本当に CI 療法なのか疑問なものもあるため注意が必要であ
る．また，CI 療法を含めた複合的なアプローチの有用性が報告されているが，生活における
麻痺手の使用行動の変化という点でCI 療法は非常に強みがあると述べている．
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ロボットを用いた機能訓練  709
内山侑紀 氏ら

　上肢に対するロボットを用いた訓練は，脳卒中治療ガイドライン2021（改訂 2023）にお
いても推奨度 B/エビデンスレベル高となっており，注目される治療法である．しかし，実際
の臨床現場における普及は今のところ限定的である．現在本邦で使用されているロボットを
紹介するとともに，その適応や実際の治療方法，課題について解説いただいた．また，ロボッ
トだけで治療が完結するわけではなく，前述の CI 療法と組み合わせていくなどの工夫が重要
である．

神経筋電気刺激療法  715
川上途行 氏ら

　本治療法は，電気刺激の機器そのものが比較的安価で使用しやすいこともあり，片麻痺上
肢の肩関節亜脱臼や疼痛から，運動麻痺に対するものまで臨床場面で幅広く利用されてい
る．ただし，刺激部位や刺激方法などはさまざまであり，若干混乱した状況にあると思われ
る．著者らが以前から取り組んでいるHANDS 療法はエビデンスの明確な優れた治療法であ
り，全国的に普及している．さらなる研究や臨床経験の積み重ねにより，今後の発展が期待
できる治療法である．

非侵襲的脳刺激療法  723
橘髙千陽 氏ら

　非侵襲的脳刺激法の代表的なものとして，経頭蓋直流電気刺激と反復性経頭蓋磁気刺激
があり，それぞれの作用機序や適応，刺激方法，臨床応用を解説していただいた．脳卒中治
療ガイドライン2021（改訂 2023）では上肢機能障害に対して推奨度 C/エビデンスレベル
中となっており，保険適用にはなっていない．治療法として普及しているという段階にはない
ものの，最も効果的な刺激方法や時期，適応症例についてのさらなる研究を行い，最適なプ
ロトコルを定めていく必要がある．

生活期の支援  731
藪崎さや子 氏ら

　上肢の機能訓練を通して社会参加の拡大が図れた，また逆に活動の拡大に伴って上肢の
機能が向上したといった具体的な事例を紹介いただいた．上肢機能は実際の生活場面でど
れだけ使用できているかが最終的な成果である．急性期や回復期で十分な訓練を受けること
はもちろん重要であるが，生活期においても介入できる余地があり，またむしろ生活期だから
こそ支援できることがあることも念頭において，継続した支援を行いたい．
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